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北陸における横穴墓の諸問題
            伊藤 雅文（石川県埋蔵文化財センター）
１ 問題の所在
　本稿は、 筆者が石川考古学研究会々誌 50 号で発表し



























あると考えている。 なお、 小林行雄氏 （3） や白石太一郎




れたのは、 明治 30 年代以降という （5）。 北陸においても、




































査及び発掘調査が実施され （16）、 1975 年の珠洲市史
編纂にかかる調査で多数の横穴墓調査もまた田嶋氏や金
沢大学考古学研究会によっておこなわれた （17）。 このよ
うに 1970 年代には横穴墓を調査する機会にめぐまれ、 豊
富な研究材料を提供した。 しかしながら、 1980 年代以降
急速に横穴墓に対する研究熱が冷めていったのである。
全国的には 1990 年ごろ以降、 各地域における横穴墓の
研究が急速に進み、 墳丘を持つ横穴墓が確認されるなど
（18）、 それまで知られていなかった様相も明らかになって






























ことができる。 法皇山横穴墓群ではこれを 「単位群」 とよ
び、 家父長を中心とする一つの家族のまとまりとして想定し
ている。 ５～６基を前後するまとまりを横穴墓の最小単位と
して （小） 支群と把握し、 それが一つの場合もあり、 複数
集まる場合もあろう。 その構造体が横穴墓群となっている
のである。 そして、 単独の （小） 支群で横穴墓群を形成
する例はまれであるので、二つが最小の構造体と考えたい。








数を推定し、 それに支群の基本構成数を 5 基として換算
することで、 古墳時代に作られた横穴墓の数を推計する。
　若狭 ・ 越前 ・ 加賀
　若狭でややまとまって分布する。 上中町から小浜に流れ
る南川と北川の合流付近にある若狭国分寺周辺に小浜市





















推定 150 基と群を抜いて大きい。 潟湖に面しない灘浦海
岸沿いの横穴墓は小河川が作る沖積地で完結する地域に
営まれた小規模なものである。 小矢部川左岸の西山丘陵
では 300 基前後の横穴墓を推定しており、 横穴式石室墳
の分布は不明瞭である。 北陸の横穴墓の半分以上が珠洲
と越中西部の領域に作られたのである。













大きな群が多数分布する状況ではなく、 20 ～ 30 基程度
の小規模な群が散在するようである。 古代 「三井駅」 付











































































に作られ、 同２ ・ ３号横穴墓も巨石の下部に作られている
（23）。 北部九州では６世紀初頭に墳丘を持つ横穴墓が出
現し、 山陰地方でも６世紀後葉の墳丘を持つ横穴墓の事




















操作によって 35cm、 30cm、 24cm という単位を抽出し、 関
東地方の横穴墓の検討によって基準の長さが６世紀第 4





いことである。 高麗尺 ・ 晋尺 ・ 唐尺は、 晋尺を中心に前
後約 5cm の幅があり、 方眼操作をおこなう場合平面のどこ
を基準にするのかによっていずれの尺度も当てはまる可能






尺約 25cm は 50 ・ 75 ・ 100 ・ 125cm となり、 唐尺約 30cm





















提示する （27）。 しかし、 多くの横穴墓玄門などの接続部




　法皇山 18 号横穴墓を検討する。 玄室奥幅と玄門の幅で
は 28cm （普 1.1 尺、 高麗 0.8 尺） の差がある。 床面から
天井軒表現部までの高さが 1.25m（晋５尺、高麗 3.5 尺）で、
天井まで 2.25m （晋 9 尺、 高麗 6.3 尺） である。 閉塞の






短くなる。 そこで、 傾斜に沿って各部の数値を探ると、 法
皇山 13 号横穴墓では玄室長 3m （晋 12 尺、高麗 8.3 尺）、
法皇山50号横穴墓の玄室長2.8m（普10.8尺、高麗7.5尺）
棺台長 1.5m （晋 6 尺、 高麗 4.2 尺）、 法皇山 18 号横穴
墓玄室長 4.98m （晋 20 尺、高麗 13.8 尺） 棺台長 1.7m （晋
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によると考えられる。 法皇山 56 号横穴墓でも斜交する前
庭部があり、 ６尺幅の羨門から二つ目の前庭部が幅４尺、
































　高岡市江道横穴墓群に良好な資料がある （28）。 23 号
























　いっぽう、 ２ ・ ３号木棺は長さ 0.35 ～ 0.45m、 幅 0.35m
と小型で共に幼年期人１体ずつ収められ、 第５棺はやや
大きく長さ 0.75m、 幅 0.35m で少年期人１体、 幼年期人１
体があった。 木棺は小さいが骨の配置に大きな乱れはな
く、 第５棺が膝を抱えるような埋葬体位のような状況と推測
され、 １ ・ ４号木棺のような骨化を待って木棺におさめてい
る状況とは異なり、 彼らの死直後に埋葬されているのであ
る。 このような解釈として、 ひとつの木棺にどのような人を
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埋葬するかという収めるべき規範が存在したと考えられる。




と思われ、 熟年男４体、 熟年女１体、 壮年男１体、 成人
二体、 少年期人３体、 幼年期人一体の合計 12 体が埋葬




平 17 号横穴墓でも熟年男 1 体、 壮年男 1 体と熟年女 1
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